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合成砥石を用いた岩石薄片の作成
―学校現場における岩石薄片の簡便な作成法―
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　　　　  ② 砥石は使用前に水に入れ、気泡が出
なくなるまで漬け込んでから使う。








































































































































































































































































日付 区分 時間 内　　　容 備　　　　考
１月30日
２月２日
２月３日
２月４日
２月６日
２月９日
２月10日
２月12日
２月13日
２月16日
選択理科
休み時間
休み時間
休み時間
休み時間
休み時間
休み時間
休み時間
休み時間
休み時間
45分
15分
15分
15分
15分
15分
15分
15分
15分
15分
○ 予め教諭がチップにしておいた安
山岩の試料を生徒に選ばせた。
○ 砥面直し砥（図6A）、中砥（図
6B）を用いて、岩石チップの面
出しを行う。  
○ 十分乾燥した後、エポキシ樹脂系
接着剤（ボンドEセット）を用い
てスライドガラスに貼付けた。
○ 荒砥を用いて薄片の作成（図6C）
を行う。
○ 荒砥を用いた薄片の作成を続け
る。
○同上
○同上
○同上
○同上
○同上
○ ビニールテープ（0.1mm）をスラ
イドガラスの両端に貼り付け、作
業を進めた。
・ チップの大きさは約13×22mm、厚さ10mm
であった。
・ 面出し研磨には30分（砥面直し砥で約20分、
中砥で約10分）かかった。
・ 接着後一日放置し、硬化の完全を期した。
・ガラスを擦らないように注意させた。
・ プレパラート側面で指先を切ってしまう生徒
がいた。
・本日終了時には5mm程度になっていた。
・怪我防止のため軍手を着用した。
・ 流しに定規を置いておき、随時厚さを確認す
るようにした。
・本日終了時には3mm程度になっていた。
・ 一人の生徒は厚さが1mm程度になったので、
その生徒は♯1000の中砥を用いて続けた（図
6D）。
・軍手は大分ボロボロになってきた。
・ 一人の生徒の進度が飛びぬけていたため、そ
の生徒は一回休みに。
表２ 砥石を用いた岩石薄片作成実習のタイムテーブル
46 眞崎将太・白井　輝・吉川和男
ある（接着剤の硬化時間は除く）。
砥石は岩石薄片の作成のみならず、川原の岩石の観
察にも活用できる。岩石の一端を砥石で平滑にするこ
とにより、観察がしやすくなる。直径３～４cm程度
の平坦面の作成に要する時間は20～30分程度である。
また、合成砥石やエポキシ樹脂系接着剤はホームセン
ターなどで市販されているものであり、生徒自身が購
入することができるため、自由研究などの幅も広がる
ものと考えられる。本方法の実践を通して、生徒は、
硬い石を研磨して岩石薄片を自作できることを知り、
また、その自作薄片を観察することで、顕微鏡観察に
もより大きな関心をもって取り組んでいた。さらに、
岩石薄片を自分の目で観察したことで、安山岩と花崗
岩の違いがより一層印象付けられ、理解も進んだこと
が観察学習の感想からもうかがえた。
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標本の提示はされても、その岩石中の鉱物や組織の顕
微鏡観察は生徒自身が直接に行うことはほとんどな
く、教科書や資料集に掲載されている顕微鏡写真を用
いるか、あるいは顕微鏡にカメラを設置し、その画像
をプロジェクターで投影して行われることが多い。こ
れらの方法では、生徒が観察した岩石と顕微鏡写真
（画像）とが直接対応していないことが多く、このこ
とも生徒の興味・関心を引き出しきれない理由の一つ
と考えられる。たとえひとつの岩石についてでも、生
徒が観察するその岩石から作った岩石薄片を生徒自身
が観察することが出来れば、この点の改善がはかれる
ことが期待される。しかし、そのためには偏光顕微鏡
の設置と岩石薄片の用意が必要となる。偏光顕微鏡は
高価であり、また、そのための岩石薄片を教師自らが
準備することも大変である。そこで、まず、偏光顕微
鏡を安価かつ簡易に作成することが試みられ、種々の
方法が報告されてきた。なかでも、佐々木・吉川
（2008）は、生物顕微鏡と偏光板及びシャーレを用い
て、回転機能を備えた偏光顕微鏡を簡単に作成する方
法を報告しているおり、この方法により偏光顕微鏡に
関する課題はほぼ解決された。
一方、岩石薄片の作成は、従来、岩石切断装置や研
磨機を用いる方法が一般的であり、学校現場での対応
は予算的にもかなり困難であるし、また実際の作成に
はある程度の熟達が必要である。耐水研磨紙を用いる
方法も報告されている（千葉・斉藤,1996）が、これ
も、耐水研磨紙の耐久性を考えると経済的課題が残り、
また作成時間の点からの課題もある。本報告で紹介し
た市販の合成砥石を用いる方法は、砥石自体が安価で
あり、耐久性にも優れ、従って経済的でもある。さら
に、砥石面の平坦性が確保されていれば、ガラス板上
で研磨剤を用いて研磨していく場合よりも効率が良い
ことが分かった（ガラス板を用いる場合、研磨剤と水
の混合割合により研磨効率が大きく変化してしまうた
め）。これらの利点に加え、砥石の数を増やせば、多
くの生徒が同時に薄片作成を経験でき、また、少しの
空き時間を積み重ねていくことで薄片を完成させてい
くことが出来る。作成に要する時間は生徒により幅が
あるが、要領がわかれば、安山岩で合計2時間程度で
（まざき　しょうた・しらい　あきら・よしかわ　かずお）
